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第
十
三
条
中
「
及
び
第
三
項
（
い
ず
れ
も
同
法
第
二
十
五
条
第
三
号
、
第
六
号
、
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
の
事

項
に
係
る
定
款
の
変
更
に
係
る
部
分
を
除
く
。）」
を
「
、
第
三
項
及
び
第
五
項
」
に
改
め
、「
並
び
に
第
九
十
一
条
第

二
号
」
の
下
に
「
及
び
第
三
号
」
を
、「
同
条
第
三
項
」
の
下
に
「
及
び
第
五
項
」
を
加
え
、「
と
す
る
」
を
「
と
、
同

条
第
三
号
中
「
第
四
十
六
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
六
条
第
五
項
（
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行

政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
す
る
」に
改
め
る
。

第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
四
条
及
び
第
十
五
条

削
除

第
十
七
条
中
「
第
十
一
条
第
一
項
、」、「
並
び
に
第
十
五
条
第
一
項
」、「
児
童
福
祉
法
、」及
び
「
及
び
母
子
保
健
法
」

を
削
る
。

別
表
中
「
第
十
一
条
e

」
を
「
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、」に
改
め
、
同
表
第
一
号
中
「
児
童
福
祉
法
第
二
十
条
第

五
項
の
規
定
に
よ
る
国
が
開
設
し
た
病
院
の
指
定
に
関
す
る
事
務
」
を
「
削
除
」
に
改
め
、
同
表
第
五
号
中
「
調
理

師
法
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
調
理
師
養
成
施
設
の
指
定
に
関
す
る
事
務
」
を
「
削
除
」
に
改
め
、
同
表
第
六
号
中

「
母
子
保
健
法
第
二
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
国
が
開
設
し
た
病
院
等
の
指
定
に
関
す
る
事
務
」
を
「
削
除
」
に

改
め
る
。

（
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
及
び
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
及
び
地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
項
中
「
第
四
条
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
項
中
「
教
育
委
員
会
」
の
下
に「（
当
該
学
校
が
指
定
都
市
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六

十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
を
い
う
。）の
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
指
定
都
市
の
教
育
委
員
会
）」を
加
え
る
。
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大
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時
代
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太
郎
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義
孝

法
務
大
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谷
垣

禎
一

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

国
土
交
通
大
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田

昭
宏
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境
大
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伸
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司
法
試
験
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
六
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

法
律
第
五
十
二
号

司
法
試
験
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

司
法
試
験
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

憲
法

二

民
法

三

刑
法

第
三
条
第
二
項
第
一
号
中
「
公
法
系
科
目
」
の
下
に「（
憲
法
及
び
行
政
法
に
関
す
る
分
野
の
科
目
を
い
う
。）」
を
加

え
、
同
項
第
二
号
中
「
民
事
系
科
目
」
の
下
に「（
民
法
、
商
法
及
び
民
事
訴
訟
法
に
関
す
る
分
野
の
科
目
を
い
う
。）」

を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
刑
事
系
科
目
」
の
下
に「（
刑
法
及
び
刑
事
訴
訟
法
に
関
す
る
分
野
の
科
目
を
い
う
。）」
を

加
え
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
、
三
回
の
範
囲
内
で
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
」
を
「
期
間
を
い
う
」
に
改
め
、
後
段
を
削
る
。

附

則

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

法
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臣

谷
垣

禎
一

内
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総
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道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
六
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

法
律
第
五
十
三
号

道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
道
路
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
百
七
条
」
を
「
第
百
九
条
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
二
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

前
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
の
う
ち
、
高
架
の
道
路
の
路
面

下
に
設
け
ら
れ
る
工
作
物
又
は
施
設
で
、
当
該
高
架
の
道
路
の
路
面
下
の
区
域
を
そ
の
合
理
的
な
利
用
の
観
点

か
ら
継
続
し
て
使
用
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

第
三
十
九
条
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
入
札
対
象
施
設
等
の
入
札
占
用
指
針
）

第
三
十
九
条
の
二

道
路
管
理
者
は
、
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
者
を
占
用
料
の
額
に
つ
い
て
の
入
札
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
が
、
道
路
占
用
者
の
公
平
な
選
定
を
図
る

と
と
も
に
、
道
路
管
理
者
の
収
入
の
増
加
を
図
る
上
で
有
効
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
工
作
物
、物
件
又
は
施
設（
以

下
「
入
札
対
象
施
設
等
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
、
道
路
の
占
用
及
び
入
札
の
実
施
に
関
す
る
指
針
（
以
下
「
入
札

占
用
指
針
」
と
い
う
。）を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

入
札
占
用
指
針
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

入
札
占
用
指
針
の
対
象
と
す
る
入
札
対
象
施
設
等
の
種
類

二

当
該
入
札
対
象
施
設
等
の
た
め
の
道
路
の
占
用
の
場
所

三

当
該
入
札
対
象
施
設
等
の
た
め
の
道
路
の
占
用
の
開
始
の
時
期

四

道
路
の
機
能
又
は
道
路
交
通
環
境
の
維
持
を
図
る
た
め
の
清
掃
そ
の
他
の
措
置
で
あ
つ
て
当
該
入
札
対
象
施

設
等
の
設
置
に
伴
い
必
要
と
な
る
も
の

五

第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
有
効
期
間

六

占
用
料
の
額
の
最
低
額

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
入
札
の
実
施
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
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